
｢量子｣に勝つ東芝の超高速計算、為替で実証
－金融機関に協業打診（1月17日 ブルームバーグ）

通貨や株式の売買に超高速計算機を応用しようとする動きが活発化している。膨大な
情報を処理できる量子コンピューター実用化を前に、東芝は量子理論にヒントを得た方
程式を活用した為替取引の仕組みを金融機関へ売り込む。

東芝は昨秋、量子理論を生かした「シミュレーテッド分岐マシン」を開発した。方程式を用
いたプログラムは、独自回路を一般のパソコンにつないで作動させる。東芝デジタルソ
リューションズの綿引賢氏によると、2020年度中の事業化へ向け複数の金融機関に協
業を打診中だ。米国では関連特許を出願している。

次世代技術である量子コンピューターの基本原理で、情報の最小単位を示す「量子ビッ
ト」単位で考えられる計算方法の一つを既存のコンピューター技術に当てはめた。科学
専門誌サイエンス・アドバンシズは昨年４月、為替の裁定取引などに応用できる組み合
わせ最適化では、東芝の計算機が理論的に量子コンピューターの速度をしのぐと認めた。

東芝は実験で８通貨間の裁定取引で30マイクロ（マイクロは100万分の１）秒内に
９割以上の確率で利益を最大化できる組み合わせを発見できたという。リアルタイムの
取引価格を反映した実証実験を有償で行う準備を３月までに整える予定だ。
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ただ、東芝の為替取引での計算機の実証はこ
れから。百戦錬磨の高速取引（ＨＦＴ）業
者が電子取引システムにつないで使っている技
術に、実際に勝てるかどうかは未知数だ。

国際決済銀行（ＢＩＳ）が３年に１度実施
する調査によると、16年の為替市場ではコン
ピュータープログラム（アルゴリズム）を採用し
た自動売買が１日平均売買代金５兆670億
ドルの約７割を占めた。利益追求にはより高
速な計算が求められる。

米グーグルは昨年、量子コンピューターが既存
のコンピューターの性能を超えるという「量子超
越性」を世界で初めて証明したと発表した。実
用化のめどは立っていないが、金融機関は量
子コンピューターの開発と応用に期待している。

米ＪＰモルガン・チェースは昨年７月にＩＢＭ
と量子コンピューターでオプションの将来価値を
シミュレーションする方法を考案。ゴールドマン・
サックス・グループも昨年末、ニューヨーク本社
で量子コンピューティングのリード・リサーチャー
を公募した。
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理想のシステムトレーディング

「ボラティリティのARIMA予測モデルと明日の終値がど
の向きにどれくらい動くのかを予測するニューラルネットを
採用したアクティブ市場をトレードするトレーディング戦
略で、市場状態に自動的に適応し、ポートフォリオのリバ
ランスを自動的に行う遺伝的アルゴリズムを使って、昨年
損失を出した戦略で停滞市場をトレードするモデルは放
棄し、驚異的な利益を出しているモデルには資金を注ぎ
込むことができるようなトレーディング戦略のウォークフォ
ワード分析に適用できるようなカスタム遺伝的アルゴリズ
ムを設計、作成できるような相場アプリケーションが一体
どこにあるというのか」（ロバート・パルド）
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ユーロ/ドル（日足）
ATRチャネル
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ポンド/ドル（日足）
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NZドル/ドル（日足）
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ドル/円（日足）

7



トルコリラ/円（日足）
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トルコリラ/円（月足）
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メキシコペソ/円（日足）
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経済拡大・収縮インディケーター
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S&P500株価指数の「株価売上高倍率」は過去最高
ITバブル期に匹敵
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出所：ゼロヘッジ



PEGレシオ（PERを利益成長率で割った指標）は過去最高
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出所：ゼロヘッジ



株式は利益成長の劇的な回復を織り込んでいる
（赤：季節調整済みの米国の企業利益 緑：S&P500インデックス）
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大きなクラッシュに巻き込まれないで長期運用を継続できる
逆張り売買ポイントの目安
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出所：ゼロヘッジ



石原順監修 FX初心者本の決定版「最新 ゼロからわか
る! FXチャートの基本と儲け方 売買シグナル早見表付き」
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最新 ゼロからわかる! FXチャートの基本と儲け方 売買シグナル早見表付
き (日本語) 単行本 – 2020/1/20
石原順 (監修)

FXの初心者本で「標準偏差ボラティリティ」や「ATR（アベレージ・トゥルーレ
ンジ」などの使い方が解説されたのは、初めてではないでしょうか？

https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&field-author=%E7%9F%B3%E5%8E%9F%E9%A0%86&text=%E7%9F%B3%E5%8E%9F%E9%A0%86&sort=relevancerank&search-alias=books-jp


トレンドの有無の見分け方
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相場に強いトレンドが出ているサイン
は、標準偏差ボラティリティ（パラメー
ター：26）とADX（パラメーター：
14）の2本のラインが一緒に上昇し
ているところである。売買注文のタイミ
ングは、ボリンジャーバンド（パラメー
ター：21）で判断する。チャートの
ローソク足がボリンジャーバンドの
±0.6シグマのラインを外側に飛び出
したところがエントリー（新規注文）
のポイントである。必ず標準偏差ボラ
ティリティとADXのラインの傾きを確
認して、トレンド相場であることを確認
することがマストである。あとは、ローソ
ク足が±0.6シグマの内側に戻ったら、
エグジット、すなわちポジションを手仕
舞うだけだ。

出所：最新 ゼロからわかる! FXチャートの基本と儲け方 売買
シグナル早見表付き


